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【拡張期高血圧】
拡張期高血圧例及び拡張期血圧上昇例の管理方針
2症例に関する治療方針の解説

羽根田俊, 柏木雄介, 菊池健次郎, 片山茂裕, 島田和幸,  
梅村 敏, 檜垣實男, 安東克之, 藤田敏郎



ー…………~.……………………………雲…………壱.……………………~…~…………………壷………………言！

'症例は48歳，男性，公務員，合併症なし，肥満なし，既往歴とくになし，家族；

Ｉ歴，父高血圧があるが78歳で健在,３年前より拡張期血圧上昇を定期健康診断（
iで指摘されている138/96mmHg,脈拍数72bpm,胸部単純ＸＰ上,心拡大な’
'し,心電図上,不完全右脚ブロック,血清コレステロール210mg/d/,LDL-コ＃
|ﾚｽﾃﾛーﾙ1,0mg/dﾉ,耐糖能の低下を認めない尿蛋白陰性,沈澄異常なし！
'生活習慣の改善は以前よりおこなっており，その後血圧変動は認められない．！
.…_________…_…_______…____…___________._…=___._……．_…_…__……__…___._……_ー_____…____…_______.…___…____…_…_=__画________』
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1症例は62歳男性,自営業合併症なし,肥満なし,既往歴とくになし,家！
'族歴とくになし,十数年来定期健康診断を受けたことがないので,血圧に｜
|関しては不明である142/94mmHg,脈拍数64bpm,胸部単純XP上,心拡大｜
｜なし,心電図上,異常なし,血清コレステロール222ｍｇ/d/,LDL-コレステロー！

'ル104ｍｇ/dJ,耐糖能の低下を認めない．尿蛋白陰性,沈澄異常なし．肥満はな｜

|いが，禁煙をしてからやや体重の増加傾向があるその後，生活習慣の改善に｜
i努めているが，血圧経過は不変である．
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拡張期高血圧例および拡張期血圧上昇例の管理方針
＊２症例に関する治療方針の解説
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症例１，２について生活習慣の改善で血圧低下が認められなかったと仮

定して，以下の設問にお答えください．

1）これらの症例に降圧薬治療をおこなう？．

（はい。いいえ。どちらともいえない）

2）これらの症例がいずれも降圧薬治療中であれば,降圧薬の追加を

おこなう？

（はい。いいえ・どちらともいえない）

それぞれについて理由を述べてください．
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